
一 般 質 問 通 告 順 序 表 

№1（令和 7 年 12 月 11 日） 
番

号 質 問 者 質問の相手 質 問 の 要 旨 

１ 濵 田  尚 市 長 

 

1.市長の政治姿勢と公約実現について 
最重要課題をどのように捉え、成果につなげるためのその具体的な取

組と体制について伺う。 

2.美しいまちの創造について 
快適な環境は心地よい市民生活につながります。美しいまちの創造は

まち全体の質と価値を高めます。 

(1)植栽の管理方法の抜本的な見直しが必要ではないか伺う。 

(2)住民主体の美化活動の支援や、道路や公園等のアドプト制度を早急に

導入すべきではないか。 

(3)空き家等の現状と課題、適正な管理などの取組、対策はどうか。 

3.原子力立地給付金等交付事業について 
市来地域は交付対象地域外であるが、制度の内容とこれまでの具体的

な取組はどうか。 

4.道路行政について 
(1)島内松原線の進捗と今後の計画について伺う。 

(2)鳥居松線の道路整備の計画について伺う。 

 

２ 原口 政敏 
市 長 

 
教 育 長 

 

1.サルの被害対策について 
サルの被害で市民が困っている。農作物などの被害も出ている。対策

として、わなを建設中だが、さらに増やしていくべきではないか。 

2.大里川の早期拡幅について 
毎年、全国各地で線状降水帯による被害が発生している。大里川の氾

濫を防ぐためには、早期拡幅工事を進めるべきで、上流の土地買収を早

期に始める必要がある。県に対し、さらに強く要望をしていくべきでは

ないか。 

3.沿岸漁業魚価の安定について 
沿岸漁業者は魚価の安定を求めている。漁協に補助金を交付するなど

して、魚価安定の対策を講じるべきではないか。 

4.自転車通学生について 
自転車での交通事故が多発している。生徒及び歩行者の交通事故を未

然に防ぐためにも、自転車通学生は決まった通学路を通ること、カバン

はなるべく後ろに乗せハンドル操作をしやすいように、安全指導を徹底

すべきではないか。 

5.不登校対策について 
幼少期からの教育、指導を徹底すべきではないか。 

 



３ 東  育 代 
市 長 

 
教 育 長 

 

1.市長マニフェストについて 
市長マニフェストの少子化・人口減少対策について、具体的な取組を

示されたい。 
(1)子育て支援の充実について 

(2)子育てと仕事の両立支援 
(3)移住定住・若者のＵターンについて 

(4)外国人にも選ばれるまち 

2.スポーツ大会等の在り方について 
(1)少子高齢化と急激な人口減少、地域の繋がりの希薄化などにより、選

手選考は極めて困難となってきている。市民スポーツ大会の在り方につ

いて、検討すべきではないか。 

(2)地球温暖化が顕著となっている。各種スポーツ大会や学校の体育大会

等について検討すべきではないか。 

 

４ 奥吉 拓郎 市 長 

 

1.洋上風力発電について 
(1)市の広報紙に「先人の思いを受け継ぎ、未来のために取り組む」とあ

るが、洋上風力発電は「先人の思いを踏みにじる」ものであり、また、

本来受け取れるはずだった美しい景観を未来の世代に伝えられなくする

「未来からの搾取」に他ならないのではないか。 

(2)低周波による健康被害が実際に秋田県で確認されている。本市でも、

風力発電施設周辺に住む方から「騒音が酷くて窓を二重窓にした」「別の

方は頭痛、不眠を訴えていた」との話もお聞きしている。 

「市民の命・健康・財産を守る」ことが市長の使命であり、「予防原則の

考え方」に基づき、市長が先頭に立って、洋上風力発電に反対しないと

いけないのではないか。 

(3)庁舎内に「市民感覚・挑戦・プロ意識」と掲げてあるが、海岸から 5

キロ以内に高さ 250 メートルの巨大風車を 50 基建てることは、市民感覚

からかけ離れたものではないか。また、市の広報紙に「経済的な取組」

とあったが、本年 9月 21日にアクアホールで開催した講演会で、講師か

ら「経済効果があったという話は聞いたことがない」といった話があっ

た。市のホームページ等で、経済波及効果 212 億円、雇用創出効果 3,401

人とあるが、その根拠を問う。 

(4)住民合意が得られていないのは明らかであるにもかかわらず、強引に

推し進めようとする態度には違和感と不信感しかなく、一部の利害関係

者のために動いているようにしか見えない。住民の意見を幅広く聞き、

透明性を確保するために、「いちき串木野市洋上風力発電調査研究協議

会」に反対派の住民も入れた上で、完全公開で行うべきではないか。 

 



５ 江口 祥子 市 長 

 

1.空き家対策について 
現在、市民から空き家に関しての苦情や要望が増えている。老朽化し

た空き家が放置され倒壊の危険や犯罪の誘発など周囲に悪影響を及ぼ

すことが危惧されている。 
(1)空き家問題に対する相談体制とその対応について伺う。 

(2)危険廃屋に対する今後の取組について 
①危険廃屋への対策をどのように進めていく考えか伺う。 

 ②危険廃屋の撤去が進まない原因を伺う。 

2.プレミアム付商品券の発行について 
物価高騰の影響を受ける中、新たなプレミアム付商品券を発行すること

で地域経済の活性化が図られると考える。 

(1)現状を踏まえ、プレミアム付商品券を新たに発行する必要性について

市の見解を伺う。 

(2)プレミアム付商品券の過去の実績と市民からの意見について伺う。 
 



一 般 質 問 通 告 順 序 表 

№2（令和 7 年 12 月 12 日） 
番

号 質 問 者 質問の相手 質 問 の 要 旨 

６ 吉留 良三 市 長 

1.市長の２期目の政治姿勢について 
(1)「小さくてもキラリと光るまちをめざす」とは、具体的にどのよう

なイメージなのか。 

(2)大規模な誘客事業も重要であるが、身近な公園整備などの生活周辺

環境整備や買い物支援などの生活支援に重点をおいた施策をさらに

進めるべきではないか。 

(3)人と経済の流れを生む施策として、地産地消の取組など地域循環型

経済の構築は重要であると考える。引き続き、重点的に進めるべきで

はないか。 

(4)少子化対策の究極的解決策は、良質な仕事の確保と女性の生きづら

さ解消であると考えるが、今後どのように進めていくのか。 

(5)全国知事会で多文化共生社会の実現を目指す共同宣言が承認され

た。外国人との共生は、本市においても欠かせない重要政策だと思う

がいかがか。 

７ 二井谷 友希 市 長 

1.女性支援について 
(1)女性支援の現状について市長の認識を伺う。 

(2)「困難な問題を抱える女性への支援に関する法律」の施行による本

市における現状の対応と今後の取組について伺う。 

(3)生理用品の設置の現状と今後の取組について伺う。 

2.串木野健康増進センターについて 
(1)利用者駐車場について、上の段に駐車場があることから、雨天時な

ど１階に降りていく際、階段が滑りやすくて危険である。特に妊婦の

方は大ケガ、事故に繋がりかねない。正面玄関に近いところにも駐車

スペースを確保できないか。 
(2)母子手帳交付について、交付の際に期日指定がされて、働いている

方からすると出向くのが難しい時がある。予約制にしたり、交付日を

増やしたり、柔軟に対応できないものか。 

3.加齢性難聴の方への支援について 
(1)本市の支援の現状について伺う。 

(2)補聴器をつけたいが、高額で購入できない方もいる。市が補助する

考えはないか伺う。 

4.訪問介護事業所について 
(1)現在市内には事業所が 1カ所しかないが、市民は十分にサービスを

受けられているのか。現状を伺う。 

(2)事業所が 1カ所であることに不安の声がある。今後サービスを維持

するためにも、市独自で事業所に対して支援する考えはないか。 

5.長崎鼻公園の再整備事業（リニューアル計画）について 
(1)本市公式 LINE を活用した市民アンケートについて、市民の方から

の意見、提案等に対するフィードバックがあってもいいと思う。どの

ように市民意見が反映されているのか、示すべきではないか。 

(2)今後の市民参画をどのように考えているのか。アンケートで意見を

聞いて終わりなのか。 

6.本市沖約５km 圏内洋上風力発電計画について 
(1)本市におけるエネルギー発電設備のあり方について伺う。 

(2)上記計画と川内原発との関係について伺う。 

(3)本市陸から約５ｋｍ圏内に計画地が絞られた経緯について伺う。 

(4)漁業補償について伺う。 

(5)来年度の情報提供について伺う。 



８ 西田 憲智 
市 長 

 
教 育 長 

 

1.生活安定策と未来投資の推進について 
(1)国・県の物価高対策の動向に伴う、本市の現状分析と連携状況、さ

らに本市独自の対策についての考えを伺う。 

(2)本市のキャッシュレス推進により、市民や消費者の利便性向上、ま

た、事業者への生産性向上や未来に向けた投資につなげるなど全体設

計と関係機関との連携体制を整備する考えはないか。 
・公共料金や公共施設利用料などのキャッシュレス化 

・事業者へのキャッシュレス導入促進及び支援並びに補助 

・対象世代等に向けた、キャッシュレス支援プログラム開始 
・地域イベントでのポイント還元など 
(3)具体策として、電子版商品券事業や地域通貨ペイ事業等を通じて、

物価高で苦慮されている事業店舗への集客促進や消費者の購買力維

持に繋げ、地域内での資金循環を強化していく考えはないか。 

(4)学校教育において、経済に関する知識と判断力を身につけていく、

金融リテラシー教育を充実する考えはないか。 

2.交通（自転車）について 
(1)2026 年 4 月 1 日からの法改正により、自転車に絡む交通ルールが変

更となるが、本市の対応について伺う。 

・多文化共生の観点から外国人に向けた指導・支援策について  

・高齢者や自転車愛用者に向けた支援策について 

(2)自転車通学生や児童・生徒への対応について伺う。 

 

９ 福田 清宏 
市 長 

 
教 育 長 

 
1.高齢者の支援対策について 
(1)物価の高騰等に対応し、「ゆとりある生活」を送っていただくため

に、本市独自の取組みとして、「国民年金受給者に給付金の支給」は、

出来ないか伺う。 

2.空き地等の除草について 
(1)空き地等に生い茂る雑草の除草の相談に対する市の対応と施策に

ついて伺う。 

(2)空き地等の除草について、生活環境の整備や美化運動の一環とし

て、自治公民館やまちづくり協議会等と合議の上、必要経費を支給し、

この経費は土地所有者の固定資産税と共に請求する形をとる「（仮）

美化条例の制定」は出来ないか伺う。 
(3)西薩中核工業団地の公園周辺の除草は、どこの部署が担当し、どの

様な形で行なわれているか伺う。 
3.公園の整備について 
(1)かもめ公園ソフトボール場は、以前、土砂が固くなってきたことか

ら土砂を入れ替えて整備して頂いたが、再度の改良整備は出来ないか

伺う。 
4.案内板の設置について 
(1)多目的グラウンドや総合体育館における催しを周知するために、県

道からの入り口やグラウンド・体育館の入り口等の自動車からの見通

しの良い場所に、案内板の設置は出来ないか伺う。 
5.中国風庭園「冠嶽園」の改築について 
(1)先だって、お尋ねした「冠嶽園」の游歩廊（展示室）と八蓬閣の接

合部の柱や壁の改築計画の進捗状況について伺う。 
 

 


